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The present condition and the issue of language in motivation to praise：
The modeling activities of - infancy are seen
TSUDA  Yukako *  
　　This paper investigates the present condition of words of praise from a child care person in childhood. It is the seeks to consider 
words of praise to foster intrinsic motivation by distilling picking out the problem point of issue. If it praises, the view of being extended 
is said, but is praising really good? Then, four teachers' practice was investigated. The following results came out in investigation.
　1  Even if it Did Not Do what is Praised, Child Had Endogenous Motive.
　2  Words Which a Childcare Person Praises Had Intention.
　3  There was a child who tries to make the work to be praised .
　4  Indirect and Figurative Words Differs in "Superior", and Direct Language and Reaction like "being Great."































認識され，   学習成立の基本的条件の 1 つにあげられる。
また，より   実際的な学習指導面では，学習を促進し，
効果を高める   ための動機づけというように，動機づけ
































































　①　日　時：2 歳児クラス　2010 年 11 月 29 日
　　　　　　　3 歳児クラス　2010 年 11 月 24 日
　　　　　　　4 歳児クラス　2010 年 11 月 30 日




　　　　　　　4 歳児　T 教諭クラス 21 人　
　　　　　　　　　　  M 教諭クラス 21 人
　④　題　目：2 歳児　O 教諭「貝殻をつくろう」　
　　　　　　　3 歳児　K 教諭「お花をつくろう」
　　　  　　　  4 歳児　T 教諭「鳥をつくろう」　
　　　　　　　　　　  M 教諭「看板づくりをしよう」
3-3 分析，考察
　表 1 を見ると，ほめる言葉の回数は K 教諭が 65 回，
T 教諭が 46 回，M 教諭が 28 回，O 教諭が 21 回で，一
番ほめる回数が多い K 教諭と，一番少ない O 教諭とで
は 44 回の差があり，教師によってほめる言葉の回数に
は大きな差がみられた。特に，K 教諭は展開場面で子ど
もたちが作品を   つくっている最中に少し大げさな動作
で「かわいいー」 や，子どもの作品を見たときに「キャー」
と喜んだり，驚いたり，拍手をしたりしていた。しかし，
ほめる言葉の多かった K 教諭や T 教諭のクラスも，ま








































ている。表 2-1, 表 2-2, 表 2-3, 表 2-4 のほめる言葉の種類














































ているが，図 1 の Y ちゃんの作品を取り上げた時に「見
てみて，Ｙちゃんお皿からはみ出してるお花考えたん
だって，こうやってお皿からはみ出してもいいからね，
よく考えたね」と Y ちゃんの作品をほめた（表 2-4）。
すると，それまでお皿からはみ出している子どもは一人
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